
しましたけど（笑）・・だから、今回、それが実
現して、とても嬉しいんです。首藤さんからは、
3時間ずつ2週間にわたって、マン・ツー・マンで
稽古をしてもらいました。最初に言われたことは、
首藤さん自身が、ジルさんの踊りを真似ようとし
たら、ベジャールさんから、ジルさんの通りにす
るのではなく、自分なりのものを作るように、と
注意されたということで、僕にも、ジルさんや自
分の真似ではない表現を目指すように、と言われ
ました。二人の偉大なダンサーの良いところを取
り入れて、自分なりの演じ方ができたらいいなと
思っています。」

「くるみ割り人形」とは
運命的な結びつきが？
かつて、ベジャールが主催するローザンヌのル
ードラ・バレエ・スクールに学んだ経験を持つ中
島周だが、その経験がもたらしているものは？と
いう問いに答えてくれているなかからは、ある種

の運命的なエピソードが発覚しました。
「実は、僕がルードラにいたちょうどそのとき、
ベジャール・バレエ団の初演に向けてのリハー
サルが行われていました。まさに最初に誕生し
ようとしている場面を見ていたということにな
りますね。その後トリノでの初演の舞台も見ま
した。古典版の「くるみ」も好きですが、ベジ
ャールさんの「くるみ」では、古典版にはない
自然に入り込んでいける素晴らしい感動を覚えま
した。そのときには自分が踊ることになるなんて
想像してませんでしたけど。で、「くるみ」で思
うことというと、僕は東京バレエ団で初めて主役
をやらせてもらったのが古典版の「くるみ」だっ
たわけで、今回、ベジャールさんの作品でも「く
るみ」で大きな役ができるというのは、なんだか
不思議な巡り合わせのようにも感じています。」
「ビム役の高橋竜太さんのほうが年上なのに僕
はお父さんにならなきゃいけないというのは難し
いですよね（笑）」とは冗談半分の言葉ですが、

それぞれの場面で異なるイメージを演じ分
けなければならないM...役を演じることを中
島自身、本当に楽しみにしているようです。
「僕にとって、今回のM...役はある意味で
のターニングポイントになるんじゃないか
な。新しい中島周の一面を感じてもらえる
はずですから。」
ニューキャストを牽引する、新たな魅力
に期待が膨らみます。

プレッシャーはありませんが、
初めての感覚が・・・
「意外なことに、全くプレッシャーを
感じてはいないんです。」と言う中島周。
すでに準備万端整っての自信から来てい
る言葉？いやいや、これまでにも、ベジ
ャール作品ほか、数々の重要な役柄に初
めて挑むときには常に大きなプレッシャ
ーを感じていたという。今回、何かが違
うというその理由は一体？
「僕はどんな役でも、踊りそのものを稽古
するということももちろんですが、その周辺につい
てもできるだけ求めるというやり方をしているんで
す。だから、今回M...役を踊ることになってまず、
ベジャールさんの自伝を読むことによってベジャー
ルさんの人と成りを掴むとか、場面の中に出てくる
『ファウスト』を読むとか、そういったアプローチ
から始めました。いつもと同じやり方なんですけど、
今回は違う感じがする。衣裳をつけてメイクをして、
という状態になったときに、何かが起こるんじゃな
いかって。こんな感じは初めてですね。言葉にする
のは難しいんですが、ただ言えるとすれば、僕自身
が新しい自分に出会えると予感していて、それがこ
うした感覚に結びついているのかもしれませんね。
僕はこれまで、どちらかというと明るいイメージの
役を演じることが多かった。それはそれで好きなん
ですが、物事には対照となる二つの要素で成り立つ
っていうことがあるじゃないですか。天と地とか、
左と右とか・・明るい光とか輝きの場合には影って
いうことになるのかな。そういう意味では、M...は、
影の要素をもつ役で、僕としてはこれまでにない自
分を表現する機会になると、楽しみにしているわけ
です。」
M...役は、ベジャールの「くるみ割り人形」の中
でのキーパーソン。ベジャール・バレエ団での初演
ではジル・ロマンが踊り、東京バレエ団では首藤康
之が演じてきました。
「首藤さんは僕の憧れの人で、この人のようにな
りたい、と思い続けてきた人です。だから、首藤さ
んが踊る役は自分も踊るんだ！と思い込んでいたり

美しく切なく語られる
ベジャールのクリスマス

ベジャールの「くるみ割り人形」
注目のニューキャストで
5年ぶりの上演！

美しく切なく語られる
ベジャールのクリスマス

ベジャールの「くるみ割り人形」
注目のニューキャストで
5年ぶりの上演！

「白鳥の湖」の静謐な美し
さに続けて上演されるのは、
熱気溢れる踊りが満開する
「ドン・キホーテ」。異なる魅
力をもつ作品を続けざまに上
演することは、東京バレエ団
のもつ底力を発揮することで
もあります。また、それを実現させるのは、他
でもない、ダンサーの層の厚さ。
今回の「ドン・キホーテ」では、すでにこの
作品では高い評価を得ている上野水香＆高岸直
樹とともに、小出領子＆後藤晴雄のペアが初登
場します。
上野水香が東京バレエ団の

「ドン・キホーテ」に初めて登
場したのは2004年のこと。東
京バレエ団の新しいプリマの
誕生を強く印象づけた作品で
もありました。以来、数々の
全幕作品を踊る経験を経て、
自身の表現を磨き上げている
上野水香は、今回もまた、彼女ならではの美し
く華麗なキトリを楽しませてくれるに違いあり
ません。
そしてその一方、キトリ役に初めて挑む小出
領子にも、大きな期待が膨らみます。小出領子
の全幕主演といえば、2005年にマニュエル・ル
グリを相手役に演じた「眠れる森の美女」の美
しくチャーミングなオーロラ姫が、また
シルヴィ・ギエムとの共演を果たした
「田園の出来事」での愛らしいヴェラが
思い浮かびます。

今回初めて挑むキトリ役を踊るにあたり、「キ
トリは出ずっぱりで踊りもハードだし、それに加
えて芝居の表現という点でも難しいので大変な役
だなぁと、ずっと思っていました。それを私が踊
ることになって・・・。バジル役の後藤晴雄さん

と相談しながら、私なりのキ
トリを創っていきたいと思っ
ています。」と語る小出領子。
キトリに求められている町娘
の溌溂とした愛らしさは、小
出のもつ魅力と通じるもので
もあるだけに大いに楽しみで
す。
東京バレエ団が上演するワ

シーリエフ版「ドン・キホーテ」の魅力は、キト
リとバジルの主役の見せ場はもちろんのことです
が、第1幕でこの二人の主役とともに火花の出る
ような踊りの競り合いを見せるメルセデスとエス
パーダ、また、独特の情感で場面を盛り上げるジ

プシーの娘をはじめとした個
性豊かなキャラクターも欠か
すことはできません。キャス
ティングされたダンサーたち
は、誰もがその役を自分にと
って最も適している！と言い、
この舞台で踊ることを楽しみ
にしているようです。
東京バレエ団の溌溂とした

エネルギーが観客の皆さまに余すことなく伝えられ
る、そんな舞台が期待されます。
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「ポリーナと一緒に踊った『世界バレエ
フェスティバル』での経験は、自分が思っ
ている以上に大きなものを僕にのこしてくれ
たよ。何しろドイツのバレエ好きの友人を呼
んでしまったくらいだからね。『凄いよ、
このガラ！とんでもなく素晴らしい伝説
的なダンサーがいっぱい、しかも一晩
でそのすべてが見られるんだ。彼ら
を世界各地で一人ずつ見ようと考え
たら、10年、いや20年はかかって
しまう！』ってね（笑）。でも、
毎日本当にそう感じていたよ。
皆が違う踊りのスタイルとテイ
ストを持っていて、皆が各々ユニークで。彼らから学べ
たものははかり知れないよ。」
彼自身、素晴らしいパフォーマンスで日本のバレエ・
ファンに強い衝撃を与えたというのに、フリーデマン・
フォーゲルは、こうフェアな発言をする。こうした真摯
さは自分が踊るバレエの演目やキャラクターにももちろ
ん及んでいるようだ。
「日本が大好きだから、『白鳥の湖』全幕を日本で踊れる
のは嬉しくて仕方がない。実は全幕物って体力的にはも
ちろん消耗するけれども、自分自身で各場面にすべての
感情を込めて物語を構築できるから、ある意味、ガラ公
演で踊る10分間よりも踊りやすいと言えるんだ。短いシ
ークエンスだけでストーリーやキャラクターに人々を引
き込むのはとても大変だからね（笑）。しかも、全幕を踊
ることで、同じジークフリート役でも微妙な違いが見せ
られるよ。例えば、第2幕で白鳥オデットを相手に踊る時
と、第3幕で黒鳥オディールを相手にした時の違い。当然相
手役のポリーナの踊り方、演技の仕方も違うわけだけど、
ジークフリートには彼なりの理由があるんだと思うな。」
村娘ジゼルをだました形になった『ジゼル』のアルブレ
ヒトに比べると、瓜二つのオデットとオディールの区別が
つかなかったジークフリートまで同じように罰せられるの
は、フェアじゃないのでは？という話に「愛って、フェアじ
ゃないんだよ（笑）」と意味深な言葉を口にするフォーゲル。
「『白鳥の湖』の第2幕は、音楽も動きもスローで、す
べてがなめらかだよね。とにかくジークフリートは美し
くて清らかで哀し気なオデットに惹かれ、恋に落ちてし
まったわけだから、彼女と白鳥たちのそうした動きに合
わせて踊る。ところが、第3幕で登場する黒鳥オディール
は、明らかにオデットよりはセクシーで動きも激しい。
それをジークフリートは『たぶん彼女は僕をもっと必要
としてるんだな』と受け取ってしまったんだ。つまり、
同じ自分が愛した女性オデットの姿をしていても、美し
さやピュアさだけでなく、もっと刺激的なものを彼女は

欲している、恋の
スパイスを僕に求

めている、と。よく言われてい
るように、彼はオデットとオディ

ールの見分けがつかなかったのではなく、
オデットは変わったのだと思ったんだよ。
そして自分に対して、より以上のものを求
めてるんだ、と。ほら、彼は恋心で盲目に
なっているからね（笑）。少なくともこの物
語、僕はそう解釈して踊っています。」
そうした激しい恋の旅路を辿るせいか

「年々終幕の第4幕が好きになってきた」とか。
「バレエ『白鳥の湖』が創られてから130年経って、今
ではいろんな振付のいろんな舞台があるけど、作品の持
っている“愛と情熱”は不変だと思う。だって、それこ
そが人生すべてを動かしているんだからね。時には“憎
しみ”がその役割を果たしてしまうこともあるけれども。
ポリーナとは、踊りや表現のテクニック面だけでなく、
物語が内包するすべてのエモーションを少しずつ探して
いって、それをシェアすることができるという点で、最
初から思いが通じていた。一つのやり方を見つけても、
より深い部分を探してみよう、そのためにはもっともっ
とリハーサルしよう、と。二人とも、そうした過程で
“マジック・モーメント”が生まれるのも知っているんだ
よ。僕らが普段住んでいるシュツットガルトとベルリン
にしても、離れているといってもたかだか飛行機で1時間
だから、そうした時間はたっぷり持てるんだ。」
「チャイコフスキーの音楽は、サイレンス（間）の部
分にすらパワーがあって、踊るエネルギーになる」とい
うフリーデマン＆ポリーナの『白鳥の湖』。待っているこ
ちらの思いもどんどん膨らみそうだ！

（取材・文／佐藤友紀　フリーライター）

東京バレエ団「白鳥の湖」
2007年4月 9日（月）6:30p.m. 東京文化会館
2007年4月10日（火）6:30p.m. 東京文化会館
2007年4月11日（水）6:30p.m. 東京文化会館
■主な出演
オデット／オディール：ポリーナ・セミオノワ
ジークフリート：フリーデマン・フォーゲル
■指揮：アレクサンドル・ソトニコフ
演奏：東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

■入場料［東京公演・税込］
S=¥12,000   A=¥10,000   B=¥ 8,000   
C=¥  6,000   D=¥  4,000   E=¥ 3,000 
エコノミー券=¥ 2,000   学生券=¥2,000 
★特別ペア券 S席2枚=¥22,000
A席2枚=¥18,000 B席2枚=¥14,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで、
2007年3月9日（金）より受付。

ベジャールの「くるみ割り人形」
物語とみどころ
第１幕
クリスマスの夜、母を亡くした少年ビムは、父に
もらったくるみでひとり寂しく遊んでいる。部屋に

は父と飼い猫フェリックス。す
ると夢か魔法か、ビムの傍
らに白いスーツに身を包ん
だ母親が現れ、モミの木の下
に小さなプレゼントを置こ
うとする。
一転、背景の幕が落と

され、夢のような夜へ。赤と白のレオタード姿のダ
ンサーたちがクラス・
レッスンをしている。
マントを羽織ったM...が
歩き回り、ビムも一所
懸命に踊る。
猫のフェリックスが呪文を唱えると、赤いカーテ
ンの向こうから緑のマントをつけた少女、ビムの妹
が現れる。ビムと妹がよく遊んだ「ファウストごっ

こ」が始まる。懐かし
い家族団欒に誘われた
かのように、再び母親
が現れる。ビムも妹も
フェリックスも、母の
もとに集まる。

母や妹が去ってしまい、夢は次の場面へ。M...の
杖のリズムに合わせてボーイスカウトの少年たちが
登場する。ビムも一緒に踊るが、や
がて疲れ果てて眠りにつくと、
森の奥からまばゆく光り輝く天
使たちが現れ、彼らを見守る。朝
になり、目覚めた少年たちの目の
前に現れたのは巨大にそびえ
る聖母像。像に母の面影を見
い出したビムは、それによじ
登ろうとするが、足を滑らせ
て落ちてしまう。

やがて、像がくるりと回転。
現れた美しいほこらには、ビム

が探し求めていた母が！　ビムと
母は、愛情溢れるパ・ド・ドゥを
踊る。
ビムと母がほこらに消えると、光
の天使と妖精

たちが踊りだす。
これに誘われるかのように降り
出した雪のなか、サンタクロー
スならぬマジック・キューピー
が登場。華やかなマジックで、
母と再び会えたビムを祝福する。
第2幕
やっと出会えた母とビム。M...に促され、ビムは
母を喜ばせるために趣向を凝らした踊りの数々を母

に見せる。闘牛で盛
り上がる「スペイン
の踊り」、自転車に
乗った「中国の踊
り」、不思議なマジ
ックで始まる「アラ

ビアの踊り」、ダイナミックで華やかな「ロシアの
踊り」、そしてフェリックスもタキシードの男たち
を引き連れて愉快な踊りを披露する。やがて踊りは
小粋なシャンソンによる「パリの踊り」へ。ビムと
母も一緒にワルツを踊る。
楽しく踊るうち

にバレエの世界へ
と引き込まれてい
くビム。彼の目は
もうM...の踊りに釘
付け。白いドレス

姿の母も「花のワルツ」に
のせて軽やかに踊る。
そして、M...の紹介で古
典版「くるみ割り人形」のグ
ラン・パ・ド・ドゥが踊られる。
場面は冒頭のクリスマス
のシーンへ。ビムはツリー
の傍らで眠りこんでしまっ

ていたのだ。夢から覚めたビムの目の前に置かれた
プレゼントは、愛しい母の面影を宿した像だった。

天性の「白鳥の湖」の王子
フリーデマン・フォーゲル

インタビュー

天性の「白鳥の湖」の王子
フリーデマン・フォーゲル

インタビュー

百花繚乱、ダンス満開！
「ドン・キホーテ」
キャスト発表！

百花斉放、ダンス満開！
「ドン・キホーテ」
キャスト発表！

東京バレエ団2007年月春を飾る古典の2大傑作東京バレエ団2007年月春を飾る古典の2大傑作

上野水香上野水香

高岸直樹高岸直樹

小出領子小出領子

後藤晴雄後藤晴雄

1

東京バレエ団によるベジャールの「くるみ割り人形」の5年ぶりとなる今回の上演は、バレエ・フ
ァン待望の実現といえるでしょう。
また、今回は注目のニュー・キャスティングでの上演でもあり、さらなる感動への期待も膨らみま
す。ここでは、この作品におけるキーパーソンM...役に初めて挑む中島周に、作品への思いや役づくり
について語ってもらいました。

1991年東京バレエ団初演でM...を踊る首藤康之
Photo:Kiyonori Hasegawa

首藤康之（右）との稽古に励む中島周（左）
撮影：奈良春夏

12月9日（土）10：00a.m.
2演目（S,A,B券）セット券受付
12月16日（土）10：00a.m.

一斉前売開始

12月9日（土）10：00a.m.
2演目（S,A,B券）セット券受付
12月16日（土）10：00a.m.

一斉前売開始

東京バレエ団「ドン・キホーテ」
2007年4月14日（土）3:00p.m. 東京文化会館
2007年4月15日（日）3:00p.m. 東京文化会館
■主な出演
キトリ：上野水香（4/14）、小出領子（4/15）
バジル：高岸直樹（4/14）、後藤晴雄（4/15）
■指揮：アレクサンドル・ソトニコフ
演奏：東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

■入場料［東京公演・税込］
S=¥10,000  A=¥ 8,000  B=¥ 6,000   
C=¥  4,000  D=¥ 3,000  E=¥ 2,000 
エコノミー券=¥ 1,500   学生券=¥ 1,500
★特別ペア券 S席2枚=¥18,000
A席2枚=¥14,000 B席2枚=¥10,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで、
2007年3月9日（金）より受付。

上野水香＆高岸直樹 Photo:Kiyonori Hasegawa

ビム：高橋竜太（12/6）、氷室友（12/7）
母：吉岡美佳（12/6）、高木綾（12/7）
フェリックス：古川和則（12/6）

松下裕次（12/7）
M...：中島周
妹のクロード：高村順子（12/6）

佐伯知香（12/7）
光の天使：高岸直樹＆後藤晴雄（12/6）

高岸直樹＆平野玲（12/7）

妖精：井脇幸江（12/6）、西村真由美（12/6）
奈良春夏（12/7）、田中結子（12/7）

マジック・キューピー：飯田宗孝
グラン・パ・ド・ドゥ：小出領子＆木村和夫（12/6）

吉岡美佳＆後藤晴雄（12/7）

＊配役は9月29日現在の予定です。やむをえない事情に
より変更になる場合があります。

■予定される主な配役

「白鳥の湖」「ドン・キホーテ」の２演目（S,A,B券）をセットでお買い求めの場合、1セットに
つき2000円（1枚1000円）割引いたします。2演目が同枚数であれば、日にちと券種は自由
な組み合わせでお求めいただけます。NBSのみで受付。

＊「白鳥の湖」は、先月号NBSニュースおよびNBSホームページで当初お知らせした日程が変更になっております。

セット券割引
（ペア券との割引の
併用はできません）



当財団（ＮＢＳ）は、世界一流のオペラやバレエ、オーケストラを招聘する一方、東京バ

レエ団の国内外の公演を通じて、わが国の音楽、舞台芸術の普及向上に努めてまいりました。

しかしながら、近年舞台芸術の現場を取り巻く環境は、今までにも増して厳しくなってきて

おります。公的な文化支援をこれ以上期待できる状況にはなく、昨今の制作費の高騰は留ま

るところを知りません。また、アジアの近隣諸国も、どんどん芸術文化にお金を出して、欧

米の芸術団体やアーティストを招聘するようになったことから、これまでになかったさまざ

まな問題も生じています。

当財団では、昨年、文部科学大臣より〈特定公益増進法人〉に認可されたのを機に、欧米

の芸術団体のように本格的にファンドレイジング（寄付金募集）への取り組みを開始しまし

た。まだ、この活動は軌道に乗ったとはいえませんが、地道な活動を続け、これまで以上に

わが国の舞台芸術の普及向上に寄与したいと念願しています。

わが国における舞台芸術を取り巻く環境は欧米に比べ貧困ですが、皆様のお力添えを得て、

ＮＢＳは欧米並みのオペラ・バレエの環境づくりをめざします。今後も、いっそう当財団の

活動にご理解を賜るとともに、舞台芸術を愛する皆さまからのご支援を切にお願い申し上げ

ます。

なお、当財団の賛助会には法人会員と個人会員があり、特定公益増進法人への寄付金は、

税法上一定の優遇措置を受けることができます。特典もご用意しています。ファンドレイジ

ングに関しては、NBS（支援業務室Tel.０３－５７２１－８０００）まで、お気軽にお尋ね

ください。

財団法人日本舞台芸術振興会

2007年1月から3月にかけてベルリンで開催さ
れる〈マラーホフ＆フレンズ〉に、吉岡美佳と
高岸直樹が、出演することになりました。また、
吉岡美佳はさらに、4
月にベルリン国立バ
レエ団によって上演
されるベジャールの
大作「ニーベルング
の指環」のブリュン
ヒルデ役にも挑みま
す。
〈マラーホフ＆フ
レンズ〉と題したバ
レエ・ガラ公演は、
マラーホフの舞台生
活20周年を記念して
行われるもので、2007年1月28日から4回、3月20
日から4回の計8回開催されます。
吉岡美佳は、今年の1月には、東京バレエ団で
の上演に先駆けて行われたマラーホフ演出「眠
れる森の美女」のオーロラ姫役でベルリンの舞
台に招かれ、喝采を浴びました。今回の出演に
ついては、このときの成功がきっかけになって
います。
「『眠り』の公演が終わったときに、マラーホ
フさんから、今度は違うものも踊りにおいで」
と言っていただきましたが、それが実現するこ
とになってやはり嬉しいです。〈マラーホフ＆フ
レンズ〉で踊る作品は、まだ検討中ですが、で
きるだけ自分の良いところを出せる作品を、と

吉岡美佳、高岸直樹
ベルリンでの〈マラーホ
フ＆フレンズ〉に出演

吉岡美佳、高岸直樹
ベルリンでの〈マラーホ
フ＆フレンズ〉に出演
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考えています。いま、私が聞いている他の出演者
ということでは、マラーホフさんと踊るのがポリ
ーナ・セミオノワさんとジュリー・ケントさん
で、あとはホセ・カレーニョさん、ルシア・ラカ
ッラさんとシリル・ピエールさん、もっと他の方
も出演されるでしょうけれど・・・。実を言うと、
海外はもとより、国内でもこれまでにガラ公演で

踊るといった経験は
無いので、全幕もの
で踊るのとは違う緊
張感があるだろうな
と想像しています。
外国の舞台で踊るの
は東京バレエ団での
経験がありますが、
それって、周りはみ
んないつもの仲間だ
から、舞台の上では
日本も外国も関係な
くなっちゃってるっ

ていう感じで（笑）」と語る吉岡美佳。プレッシ
ャーというより、新しい体験を楽しみにしている
ことがうかがわれます。
また、ベジャールの『ニーベルングの指環』に
ついても「振りそのものというだけでなく、役柄
を表現するための作品についての理解とか、準備
しなければならないことがたくさんありますが、
この役を踊れる機会を得られたことは何よりも嬉
しいですし、頑張ろうと思っています。」と意欲
を語ってくれました。
2007年、年明けから春にかけての吉岡美佳のベ
ルリンでの活躍の模様は、本紙でも随時ご紹介し
ていく予定です。どうぞお楽しみに。、

上演まで3週間ほどとなった10月下旬、ロシアか
ら到着した「ドナウの娘」の衣裳あわせが行われま
した。真剣な眼差しでチェックするピエール・ラコ
ット氏は、自らメジャーを手に、ミリ単位での修正
を指示。単にダンサー一人ひとりにあわせるという
だけでなく、作品のもつイメージ、「こうあらねば
ならない」というこだわりを厳格に貫きます。また、
実際に着てみたダンサーは、腕をはじめとした動き
やすさを確認し、さらに、脱ぎ着するときに便利な
ように、といった点についてまで、細かい神経をは
らってチェックをしていました。
ロマンティック・バレエを知りつくしたラコット
氏がこだわり抜いた「ドナウの娘」の“完成”は、
きっと、バレエ・ファンを唸らせるものとなること
でしょう。

「ドナウの娘」衣裳あわせ「ドナウの娘」衣裳あわせ

起 
承 
転 
々 
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醜い国
佐々木忠次

新しい総理大臣に選ばれた安倍晋三氏が提唱し
ているのは「美しい国」である。私は政治評論家
でも、社会評論家でもないが、劇場というところ
は不特定多数の人々が集まるところであり、社会
のマナーやモラルといったものがより強く求めら
れるだけに、日本のリーダーたちのこうした発言
に無関心ではいられない。
今回の自民党の総裁選で、安倍氏はしきりにモ
ラルの低下を嘆き、教育の再生を訴えていた。私
は小・中学生の頃から舞台が大好きで、劇場に足
繁く通ったものだが（今でいうオタク族かもしれ
なかった）、周囲の客に迷惑をかけてはならないと
いう意識は、その頃から強くもっていた。それは
学校で教わったわけではなかったと思う。他者と
の関係において、自ずとわが身を正すこと。それ
がマナーやモラルの根本だろう。ヨーロッパのバ
スや電車には優先席というものはない。ただ、年

寄りや身体の不自由な人が乗って来ると、座って
いた人が自然に立ち上がって、席を譲ろうとする。
一昔前の日本でもそれが当たり前で、それが美徳
だと思っていた。そういえば、「謙譲の美徳」とい
う言葉も、すでに死語も同然だ。変に「優先席」
などというものをつくるからおかしなことになっ
てしまったのだ。安倍総理の「美しい国」は結構
だし、「この国を自信と誇りの持てる国にしたい」
というのも大いに賛成だが、それを言う前に、な
ぜモラルのない「醜い国」になったかを政府に解
き明かして欲しいものだ。
私はこの欄で車内化粧のことを２度取り上げて
いる。車内の衆人環視の中で女性が化粧をするな
ど、私にとってはもってのほかで、世も末だと嘆
きたくなる光景である。車内化粧に関し、企業倫
理専門の駿河台大学の教授である水尾順一氏が、
朝日新聞の「私の視点」欄（８月１日付）に寄稿され
ていて、とても興味深かった。車内化粧が目につ
くようになった理由は、「個人主義が過度に尊重さ
れ、本来は公共の空間である車内にまで、彼女た
ちのプライバシー領域が拡大したことがあげられ
る。その結果、自己の世界と公との境界線があい
まいになり、他者との関係性が希薄になったので
はないか。だから他人に投影された自己の姿を見

る必要性を感じない」のだという。これを「視線
平気症候群」と称するらしい。
水尾氏は公衆の面前で化粧をすることは、車内
通路での「ベタ座り」や携帯電話のように他人に
迷惑をかける行為ではなく、「世間の一般常識から
見れば車内化粧は恥ずかしいことであり、また見
る人によっては不快な感情を抱く行為である。つ
まり、ここで問われているのは「恥の文化」が変
化したこと、すなわち、羞恥心の欠如という個人
の倫理観の問題なのだ」と述べている。
では、これを解決するためにはどうすべきか。
水尾氏は、やはり家庭と学校によるしつけ教育だ
という。加えて、化粧品会社のマナー啓発活動を
提案している。たばこ会社の歩きたばこや吸い殻
のポイ捨て禁止、携帯電話の会社が行う車内電話
自粛などのマナー広告とは意味合いが少し異なる
かもしれないが、と断ったうえで水尾氏は、化粧
品会社は商品を売るだけではなく、企業のCSR
（社会的責任）として、マナー広告も考えるべきで
あるというものである。まさに我が意を得たり、
である。
「秋深し、隣は何をする人ぞ」と芭蕉は詠んだ
が、現代人は隣が何をしようと無関心だ。「視線平
気症候群」がどんどん蔓延すると、マナーやモラ

ルも法律や条例にしないと、誰も守らない時代が
くるかもしれない。電車の中での携帯電話の使用
や化粧まで法律で規制する日も近いに違いない。
聖徳太子が最初につくったとされる憲法は、十
七条からなるものだった。それから1400年余、
次々に新しい法律をつくり続けている。法律でが
んじがらめに縛り、罰を与えないと、どうやら人
間は悪いことをしでかしてしまう生き物らしい。
ちなみに、聖徳太子の十七条憲法の第一条は、「和
を以って貴しと為す」である。古来、日本人は協
調性に富み、他者への目配り、気配りを重んじて
きた民族ではなかったのか。「視線平気症候群」な
どとは、まったく縁のない歴史をもつ民族だった
のではないかと思う。
劇場は社会の縮図である。私は政治家ではない
が、せめて劇場が少しでも心地よい空間になるよ
うに、微力を尽くしたいと思っている。「美しい国」
づくりは、とりあえず「美しい劇場空間」からだ。
他者へのちょっとした気配りが、モラルを改善さ
せ、マナーの向上につながる。劇場芸術に携わる
者の一人として、公共空間における心がけを若い
人たちに伝承して欲しいと切に願っている。

斎藤友佳理
「ドナウの娘」への
意欲を語る

いよいよ上演が目前となった「ドナウの
娘」！この作品が、19世紀にパリ・オペラ座で
初演された後、上演の機会がなく、1978年にア
ルゼンチンのテアトロ・コロンで一度だけ上演
が行われた幻の作品であることはすでにご紹介
している通り。事実上の世界初演ともいえる今
回、主役のフルール・デ・シャンを演じる斎藤
友佳理は大きな責任を感じながら、意欲を漲ら
せています。
「今回私たちが踊ることで、このバレエが
100年後、200年後に残る名作になるかどうか、
あるいはまた封印されてしまうのではないかと
思うと、ものすごい重圧を感じます。でも、私
は今、モスクワ舞踊アカデミーの大学院の生徒
でもあるんですが、先生方に夏休みの後の集中
講議は『ドナウの娘』のために授業には出られ
ないことになる、と相談したら、何人もの先生
が、“そっちに集中しなさい！　ぜひ『ドナウ
の娘』を見せてくれ”と励ましてくださいまし
た。バレエに携わる人間にとって、やはりこれ
は大きな意味をもつ作品なんだということを実
感しています。」
1年半前に上演が決まったところから、「作品
を自分の血のなかに取り入れる作業を始めた」
と言う斎藤友佳理。
「全身全霊で取り組んでいます。この作品は、
とにかく振付が緻密に決まっていて・・・。一
つの音に一つの動きということまで厳密に決ま
っています。そこまでかっちり決められた振り
のなかで、自分なりの膨らみや演技を加えてい
かなければならないのが難しいですね。それに
これはロマンティック・バレエの常なのか、ず
っと同じテンションで流れるように踊りがつな
がっていくので、そうした中でいかに振りを追
うだけでなく、内容を濃く見せていくか、気品
を損なわないでいかに役柄を濃くしていくか、
ということが重要な課題になってくると思うん
です。」
「いま私がバレエ・ファンの方にお伝えした
いことは、今回の機会がお客さまにとってもい
かに貴重なことか、ということです。だって、
古典の作品の初演に立ち会えるなんて、一生の
うちにあるかどうか、ということですから。ま
して『ドナウの娘』は、この作品があったから
こそ、『ジゼル』などの作品が生まれてきたと
いうバレエ史の流れにおいても重要なもの。会
場に来ていただければその空間を共有している
という時点で、歴史に残る2時間半を過ごして
いただけるのだと思っています。」
斎藤友佳理のバレエへの熱い思いが繰り広げ
られる上演を、どうぞお楽しみに。

イスラエル・フィル創立70周年
記念特別プレゼント
イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団演
奏会の入場券（S, A, B）をお買い求めの方の
中から、イスラエル・フィルの精鋭メンバー
で構成されるエルサレム弦楽三重奏団演奏会
に抽選で300名様をご招待します。
お申し込み期限　2006年11月20日
＊お申し込みはNBSのみで受付。
＊申し込みご希望の方は、入場券お求めの際
に、その旨お申し出ください。後からのお申
し出は無効となります。
NBSチケットセンター TEL  03-3791-8888

NBSのホームページからもチケットをご購入いただけます。http://www.nbs.or.jp/NBSチケットセンター 03-3791-8888

Information & Topics

12月6日（水）6:30p.m.  ゆうぽうと簡易保険ホール
12月7日（木）6:30p.m.  ゆうぽうと簡易保険ホール

［そのほかの公演］
12/26（火）福岡サンパレス［092-852-6606］
＊東京以外の公演については、各地主催者にお問合せください。

■主な出演
ビム：高橋竜太（12/6）、氷室友（12/7）
母：　吉岡美佳（12/6）、高木綾（12/7）
M...：中島周（12/6,7） ほか

■入場料［税込］
S=¥10,000 A=¥8,000 B=¥6,000
C= ¥5,000 D=¥4,000 学生券=¥2,000
特別ペア券
★大人ペア券　S席2枚=¥18,000  
A席2枚=¥14,400
★親子ペア券　S席2枚=¥15,000  
A席2枚=¥12,000

東京バレエ団ベジャール生誕80周年記念特別公演シリーズ（III）ベジャールの「くるみ割り人形」

●「ザ・カブキ」
2007年1月23日（火）6:30p.m.  東京文化会館
2007年1月24日（水）6:30p.m.  東京文化会館
［そのほかの公演］
2007年1/30（火）北上市文化交流センター さくらホール

［0197-61-3500］
2007年2/3（土）サンパール荒川［03-3802-7111］
＊「舞楽」「バクチIII」「ザ・カブキ」（ハイライト）

＊東京以外の公演については、各地主催者にお問合せください。

■主な出演
由良之助：高岸直樹（1/23）、

後藤晴雄（1/24）
顔世：斎藤友佳理（1/23）、

吉岡美佳（1/24）

■入場料［税込］
S=¥10,000 A=¥8,000 B=¥6,000  
C=  ¥5,000 D=¥4,000 E=¥3,000
エコノミー券=¥2,000 学生券=¥2,000
★新春ペア券　S席2枚=¥18,000  
A席2枚=¥14,4000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで12月15日（金）
より受付。

東京バレエ団ベジャール生誕80周年記念特別公演シリーズ（IV）「ザ・カブキ」

●〈オール・ロッシーニ・プロ〉
2007年2月8日（木）7:00p.m. サントリーホール
●〈バロック～ロマンティック・アリア〉
2007年2月11日（日）2:00p.m. サントリーホール
［そのほかの公演］
2/14（水）水戸芸術館　　［029-231-8000］
2/17（土）大阪・ザ・シンフォニーホール

［06-6453-6000］
＊東京以外の公演については、各地主催者にお問合せください。

ヴェッセリーナ・カサロヴァリサイタル

●Aプロ
2007年3月17日（土）7:00p.m. サントリーホール
●Bプロ
2007年3月18日（日）2:00p.m. サントリーホール
［そのほかの公演］
3/20（火）大阪・ザ・シンフォニーホール［06-6453-6000］
3/21（祝）愛知県芸術劇場 ［052-241-8118］
3/22（木）倉敷市民会館 ［086-434-0505］
3/24（土）福岡シンフォニーホール ［092-725-9112］
3/25（日）宮崎県立芸術劇場 ［0985-28-3210］
＊東京以外の公演については、各地主催者にお問合せください。

■予定される曲目
●Aプロ
シューベルト：交響曲第3番
マーラー：交響曲第７番「夜の歌」
●Bプロ
R.シュトラウス：交響詩「ツァラトゥスト
ラはかく語りき」
ドヴォルザーク：交響曲第9番「新世界よ
り」

■入場料［東京公演・税込］
S=¥22,000 A=¥20,000 B=¥18,000
C=¥15,000 D=¥12,000 E=¥9,000  
エコノミー券=¥7,000  学生券=¥6,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで
2007年2月16日（金）より受付。

ズービン・メータ指揮イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団演奏会

2007年3月27日（火）7:00p.m. 紀尾井ホール
［そのほかの公演］
2007年3/28（水）日経ホール ［03-5255-2852］
2007年3/31（土）そごう劇場 ［06-6281-3111］
2007年4/ 1 （日）そごう劇場 ［06-6281-3111］
＊東京以外の公演については、各地主催者にお問合せください。

■予定される曲目
モーツァルト：ディヴェルティメント変ホ
長調 K.563
ドヴォルザーク：三重奏曲 ハ長調op.74
ベートーヴェン：3つの弦楽三重奏曲
第1番ト長調op.9-1 

エルサレム弦楽三重奏団演奏会

●「中国の不思議な役人」「舞楽」「バクチIII」
ほか
2007年1月27日（土）3:00p.m.  東京文化会館
2007年1月28日（日）3:00p.m.  東京文化会館

■入場料［税込］
S=¥10,000 A=¥8,000 B=¥6,000
C=¥5,000 D=¥4,000 E=¥3,000
エコノミー券=¥2,000 学生券=¥2,000
★新春ペア券　S席2枚=¥18,000 
A席2枚=¥14,4000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみ
で12月15日（金）より受付。

東京バレエ団ベジャール生誕80周年記念特別公演シリーズ（V）《ベジャールのアジア》
東京バレエ団
ベジャール生誕80周年記念特別公演シリーズ
3演目特別通し券発売中
S=¥21,000   A=¥16,800  B=¥12,600
ベジャールの80歳（傘寿）を祝うシリーズ3演目を同時に
お申し込みいただいた方には、ふだんでは考えられない30
パーセント引きの特別価格で提供させていただきます。
＊3演目特別通し券の販売はNBSチケットセンターのみで
行います。定数に達し次第締め切らせていただきますので、
お早めにお申し込みください。（3演目は同一の席ではあ
りません。）

「中国の不思議な役人」

■入場料［税込］
S=¥15,000   A=¥13,000   B=¥11,000   
C=¥  8,000   D=¥  6,000   
エコノミー券=¥4,000   学生券=¥3,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで
2007年1月12日（金）より受付。

2007年1月13日（土）6:00p.m. 
東京文化会館小ホール

約15年間ベジャール・バレエ団に在籍した小林十市氏によって、
ベジャール芸術の偉大さ、素顔のエピソードなどが紹介される予
定です。

■ 申し込み方法：東京バレエ団公演「ザ・カブキ」または〈ベジャールのアジア〉チケット購入の方を先着順で無料
ご招待いたします。NBSチケットセンターでお買い上げいただいた方には、チケット発送時にイベントの申込書を同
封いたします。その他の前売所でお買い求めいただいた方は、NBSチケットセンターまで申込書をご請求ください。
チケット1枚につき1名様のお申し込みとさせていただきます。定員になり次第受付を終了いたします。
お問合せ：NBSチケットセンター TEL 03-3791-8888

ベジャール生誕80周年記念特別イベント〈小林十市、ベジャールを語る〉

12月9日（土）10:00a.m.前売開始

■入場料［東京公演・税込］
S=¥6,000 A=¥5,000
B=¥4,000 学生券=¥2,000
＊学生券はNBSのみで2007年2月23日（金）
より受付。

2007年4月7日（土）2:00p.m. 東京文化会館

■予定される曲目
ファリャ：歌劇『はかない人生』より 序曲と間奏曲

ファリャ：スペインの7つの民謡
バリトン：イヴァン・パレイ
サラサーテ：バスク奇想曲／ハバネラ／チゴイ
ネルワイゼン／「カルメン」幻想曲
ヴァイオリン：イワン・ポチョーキン
ファリャ：舞踊組曲「恋は魔術師」

フリードリッヒ・ハイダー指揮 オビエド・フィラルモニア演奏会
■入場料［東京公演・税込］
S=¥12,000 A=¥10,000 B=¥8,000   
C=¥  5,000 D=¥  4,000 E=¥3,000
エコノミー券=¥2,000   学生券=¥2,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで
2007年3月2日（金）より受付。

2007年4月1日（日）2:00p.m. 東京文化会館
2007年4月6日（金）7:00p.m. 東京文化会館
［このほか名古屋、大阪でリートによるリサイタル］
2007年4/10（火）愛知県芸術劇場コンサートホール

［052-241-8118］
2007年4/14（土）大阪・ザ・シンフォニーホール

［06-6453-6000］
＊東京以外の公演については、各地主催者にお問合せください。

■予定される曲目
モーツァルト：歌劇『後宮からの逃走』より
“あらゆる苦しみが”
ドニゼッティ：歌劇『ランメルモールのルチア』
より 狂乱の場
ベッリーニ：歌劇『ノルマ』より“清らかな女
神よ”
ベッリーニ：歌劇『テンダのベアトリーチェ』よ
り“もし私に墓をたてることがゆるされても”
ほか、共演者のイヴァン・パレイによるアリア、
オーケストラ曲

■バリトン：イヴァン・パレイ
指揮：フリードリッヒ・ハイダー
演奏：オビエド・フィラルモニア

エディタ・グルベローヴァ〈オペラ・アリアの夕べ〉
■入場料［東京公演・税込］
S=¥21,000 A=¥18,000 B=¥15,000
C=¥12,000 D=¥  8,000 E=¥  5,000
エコノミー券=¥4,000   学生券=¥3,000
＊エコノミー券はe+のみで、学生券はNBSのみで
2007年3月2日（金）より受付。

欧米なみのオペラ・バレエ環境をつくるために
皆様のご支援が必要です。

ファンドレイジング（寄付金募集）にご協力をお願いします。

吉岡美佳 高岸直樹

■予定される曲目：
●〈オール・ロッシーニ・プロ〉
『タンクレディ』より／『シャブランのマティルデ』
より／『セミラーミデ』より／『セビリャの理髪師』
より／『アルジェのイタリア女』より ほか
●〈バロック～ロマンティック・アリア〉
ヘンデル：『アリオダンテ』より／ロッシーニ：
『セミラーミデ』より／トマ：『ミニョン』より／
グノー：『サフォー』より ほか
＊曲目の詳細はチラシをご参照ください。
■指揮：デイヴィッド・サイラス
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団

斎藤友佳理、木村和夫　
Photo:Kiyonori Hasegawa

★特別プレゼント割引き
エディタ・グルベローヴァ〈オペラ・アリア
の夕べ〉のS～B券をお買い上げの方に、オビ
エド・フィラルモニア演奏会のS～B券を1枚
につき3,000円割引きいたします。両公演は
同時にお申し込みください。両公演の券種は
異なっても結構です。NBSのみで受付。

吉岡美佳が着たフルール・デ・シャンの衣裳を入念に
チェックするラコット氏


